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SCADALINXproで
WAVファイルのアラーム音を鳴らす方法

　エム・システム技研のHMI統合パッ
ケージソフトウェアSCADALINXpro
（形式：SSPRO4）は、SCADA／HMI
システムを構築するための高機能なソ
フトウェアです。このソフトウェアを使
用した設備監視システムで、よくお使い
いただく機能としてアラーム機能があり
ます。この機能を構築されるお客様か
ら、アラーム発生時に音を鳴らす方法に
ついて、お問い合わせをいただくことが
しばしばあります。そこで今回は、アラー
ム発生時にWAVファイル注1）のアラー
ム音声を鳴らす方法をご紹介します。

SCADALINXproの
アラーム機能の概要

　アラーム機能とは、リモートI／Oや
PLCから収集した信号値に基づいてア
ラームの発生状況を監視し、検出した
アラーム情報をサマリや履歴などの様
式で画面に表示する機能です注2）。
　SCADALINXproのサーバアプリ
ケーションであるSCADALINXpro 
Serverが、リモートI／OやPLCと通
信して信号値を取得します。取得し
た信号値を、アラームマスタに登録
したアラーム発生条件と比較して、ア

ラーム発生の有無を判定します。ア
ラームが発生すると、アラーム情報
ファイルにアラームログを記録します
（図1）。アラーム情報を表示するのは、
SCADALINXpro Browserの画面です
（図2）。
アラーム発生時に音声を鳴らす

　SCADALINXproで音声を鳴らすに
は、WAVファイルを再生します。画面
を作成するときに、WAVファイルを再
生するための画面部品（サウンドコン
トロール）を使用すると、音声を鳴らす
ことができます。SCADALINXproの
CD-ROMに付属のサンプルに、チャイ
ム音などのWAVファイルがいくつか
付属しています。お客様の方で、音声
メッセージのWAVファイルをご用意い
ただければ、任意の音声メッセージを
鳴らすこともできます。
　アラームが発生すると、監視画面の
アラーム表示機能で、アラーム検知の
イベント（On Alarm Notifi cationイベン
ト）が発生します。アラーム検知のイベ

ントが発生したときに、WAVファイル
を再生するように監視画面を作りこめ
ば、アラーム発生時に音が鳴ります。
　アラーム発生時に単一の共通アラー
ム音を鳴らすだけではなく、アラームの
種類別に異なる音声を鳴らすこともで
きます。アラームマスタに設定するア
ラーム定義に識別番号を登録して、音
声ファイルを再生するときに識別番号
に対応するWAVファイルを再生すれ
ば、アラーム別の音声を鳴らすことがで
きます。
　以上のように、アラーム機能とWAV
ファイルの音声を再生する機能を組み
合わせることで、個々のアラームに対応
する音声を鳴らすことができます。ア
ラームの種類に応じてアラーム音を変
えたり、アラームを通知する音声メッ
セージを切り替えるなどの応用が可能
です。 ■

注1）Windowsで標準的に使われるサウンド
データのファイル形式です。WAVEファ
イル、WAVEサウンドファイルなどとも
呼ばれます。

注2）詳細については『エムエスツデー』誌
2007年9月号の「高機能版SCADALINX
「SCADALINXpro」の応用（2） －アラー
ム－」をご参照ください。

本稿についての照会先：
　（株）エム・システム技研
　カスタマセンター システム技術グループ
TEL：06-6659-8200

＊SCADALINXおよびSCADALINXproは（株）エム・
システム技研の登録商標です。

　 【（株）エム・システム技研
　 カスタマセンター システム技術グループ】
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　発売以来ご好評をいただき、広く
ご愛用いただいている計装用プラグ
イン形変換器「M・UNITシリーズ」
は、各種機能の製品を取り揃え、多
数の機種をラインアップしています。
その中には、専用の「光ファイバケー
ブル（形式：AMPCP）」を使用して、
入出力間が数百kVもの超高耐圧絶
縁という特長のある「オプト変換器
（入力用 形式： OT、出力用 形式：
OR）」と、「カップル変換器（入力用 形
式：OTT、出力用 形式：OTR）」があ
ります。
　このたび、これらの諸製品の後継
機種として「オプト変換器（入力用 形
式：OT2、出力用 形式：OR2）」と「カッ
プル変換器（入力用 形式：OTT2、
出力用 形式：OTR2）、図1」、OT2／
OR2、OTT2／OTR2用「光ファイバ
ケーブル（形式：AMPCP2）、図1」を
新らしく近日中に発売することになり
ましたので、ここにご紹介します。
　たとえば、これらの変換器を半導
体製造関連のイオン注入装置でご使
用になる場合や、変電設備など配線
に誘導ノイズが発生する環境でご使

オプト変換器、カップル変換器、
専用光ファイバケーブルの後継機種発売

用になる場合などには、入出力の端
子間に大きな電位差が生じる恐れが
あり、そこでは超高耐圧絶縁が要求
されます。今回ご紹介するオプト変
換器とカップル変換器は、アナログ
信号もしくは熱電対からの信号を入
力用（形式：OT2、OTT2）に入力し
て光ファイバケーブル（AMPCP2）に
て出力用（形式：OR2、OTR2）まで
伝送することによりアナログ信号を
出力するため、入力用と出力用の変
換器間には数百kVもの超高耐圧絶
縁機能があります。したがって、こ
れらの変換器は前述した環境でご使
用になることができます。
　M・UNITシリーズは、対応する入
力信号と出力信号、また機器電源と

しては豊富な種類
を用意しています
から、ご注文時に
具体的にご指定く
ださい。また、カッ
プル変換器につい
ては、熱電対の測
定対象を制御する
ための電圧パルス
信号を図2に示す
ように出力用（形

式：OTR2）に入力して、光ファイバ
ケーブル（AMPCP2）にて絶縁した
後に入力用（形式：OTT2）から外付
けのSSR（Solid State Relay、推奨
SSR：オムロン社製 形式：G3NA）を
駆動させることができます。このた
びの後継機種には電源ランプを搭載
しているため、電源のON／OFF状
態を目視で確認できます。また、光
ファイバケーブル（AMPCP2）のコ
ネクタにはラッチ付きのものを採用
しているため、より確実な接続が可
能です。ケーブル長は10m、20m、
30mの3種類からご選択いただけま
す。外観は図1に示すとおりです。
　エム・システム技研では、ここにご
説明した製品以外にも多くのニーズ
に対応できる変換器をラインアップ
しています。詳しくはエム・システム
技研のホームページで ｢変換器ナビ｣
をご参照ください。今後も製品ライ
ンアップの充実やニーズにあった新
商品を発売していきたいと考えてい
ます。つきましては、製品の機能・仕
様についてのお客様のご意見、ご要
望などをぜひエム・システム技研ホッ
トラインまでお寄せください。 ■

【（株）エム・システム技研 設計部】

こんな新製品もあります！
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光ファイバケーブル
（形式：AMPCP2）

図1　カップル変換器（入力用 形式：OTT2と
　　  出力用 形式：OTR2）の外観
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図2　カップル変換器（入力用 形式：OTT2と出力用 形式：OTR2）の組合せ例
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くのノードを高速に制御するこ
とができます。
　（2）最大接続スレーブ数を
62局に増強！ 局間ケーブルは
最大で100mに延長！（図2）
　1回線あたりの接続スレーブ
数が2倍になりました。また、
局間で最大100mまでケーブ
ルを延長することができるた
め、大規模なシステムにも対応
できます。
　（3）HUBを使用することに
よって、そのポートに接続してい
るノードの活線挿抜ができる。
装置の保守のために、一部のス
レーブを切り離すことが可能！
（図3）
　HUBを使用すると、そこから
分岐している回線を通電中で
あっても切り離すことができま
す。システムをメンテナンスす
る目的や機械の構造的な理由
などから、活線挿抜が必要なシステムにも対応できます。
　（4）他の局の情報をリアルタイムでモニタ可能！（図4）
　スレーブ間で同期制
御などを行っている場
合、従来スレーブ間の
異常処理をマスタから
行っていた場合でも、
スレーブ同士でお互い
の異常を監視すること
が可能になります。

3．MECHATROLINK-Ⅲの仕様
　MECHATROLINK-Ⅲの伝送仕様を表1に示します。  ■

MECHATROLINK協会：
〒358-8555 埼玉県入間市
上藤沢480番地
TEL：04-2962-7920
e-mail：
mma＠mechatrolink.org
URL：
www.mechatrolink.org

■  MECHATROLINK-Ⅲ
1．工業用Ethernet通信の概要

　近年、工業用EthernetがFAの世界でも様々な場面で使
われるようになってきました。工業用Ethernetといっても、
その目的に伴い実現の手段が異なり、いくつかのグループに
分けることができます。
　（1）汎用Ethernetを使用して、ソフトウェアだけで定周期
性を実現するもの
　（2）汎用Ethernetを使いながら専用のASICを準備し、汎
用のプロトコルと定周期のプロトコルを混在させるもの
　（3）汎用Ethernetを使いながら、専用のASICを準備し、
高速性、定周期性、信頼性を極めるもの
　これらは、それぞれに長所短所があり、一概にどれが一番
良いというものではありません。MECHATROLINK-Ⅲで
採用している工業用Ethernetは、（3）に属するEthernet通
信になります。（1）や（2）のように汎用性をより重視するネット
ワークと異なり、FA業界における各種製造装置や生産ライ
ンに必要な、信頼性の高い高速モーションネットワークで使
われることを主眼として位置づけることができます。

2．MECHATROLINK-Ⅲの特徴
　MECHATROLINK注）は、すべてのスレーブにおいて同
期性を保証するモーションネットワークです。サーボの完全
同期はもちろんのことインバータ・ステッピングモータ・スラ
イダなどのアクチュエータや、I／O・温調器・画像装置など
のモーションに付随する周辺機器まで接続することができま
す。つまり、製造装置や生産ラインを構成する上で必要な制
御機器すべてを、1つの省配線システムに接続できるという
メリットがあります。
　従来モーション用ネットワークとI／O用ネットワークを別々
に配線していた場合でも、MECHATROLINKを使用すれ
ばネットワークの統一を図ることができます。
　MECHATROLINK-Ⅲにおける新しい機能をいくつかご
紹介します。
　（1）シンプルなカスケード接続と、システム構成に柔軟に対
応できるスター接続のサポート！（図1）
　カスケード接続は、これまで同様HUBを使用しないシンプ

ルな接続で
す。リング
にする必要
もありませ
ん。HUBを
使用するス
ター接続で
は、カスケー
ド接続に比
べて、より多
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図 1　MECHATROLINK- Ⅲのシステム構成

 機能仕様 MECHATROLINK-Ⅲ
物理層 Ethernet
伝送速度 100 Mbps
伝送周期 31.25μs～64ms
伝送バイト数 8／16／32／48／64混在可能 ［byte］（情報部）  
最大接続スレーブ数 最大62局
最大伝送距離 局間100m
最小局間距離 20cm
接続形態 カスケード型／スター型
サイクリック／ サイクリック／
イベントドリブン通信 イベントドリブン通信
メッセージ通信 メッセージ通信可
他局モニタ機能 あり

コネクタ FA用RJ-45 または
 インダストリアルミニI／Oコネクタ
ケーブル Ethernet Cat5e
通信ASIC JL-100（FBGA）、JL-101（LQFP）
 いずれもマスタ／スレーブ兼用

表 1　MECHATROLINK-Ⅲ伝送仕様

総延長最大100m

MECHATROLINK-Ⅲ

MECHATROLINK-Ⅱ

リピータ使用時

局間最大局間最大

最大 30 スレーブ

100m

最大 62 スレーブ

図 2　システム対応
　　規模を増大
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図 3　活線挿抜が可能

図 4　スレーブ局が他のスレーブ局
　　　の通信データをモニタできる

注）MECHATROLINK-Ⅱ
について『エムエスツ
デー』誌2008年12月号
の「計装豆知識」で解説
しています。

【原稿提供：   
MECHATROLINK協会】



関西会場（開催時間  9：30～17：00）

 （株）エム・システム技研 関西支店
 （大阪市西区江戸堀1-10-2　肥後橋ニッタイビル2F）

下記のコースの中から、ご希望のコースを1日単位でお選びいただけます。
受講料は無料です。お気軽にご参加ください。

関東会場（開催時間  9：30～17：00）

 （株）エム・システム技研 関東支店
 （神奈川県横浜市中区本町2-22　日本生命横浜本町ビル7階）

MKセミナーのお申込み
および お問合せ先

MKセミナーのお申込み
および お問合せ先

（株）エム･システム技研 セミナー事務局 （担当：井上）
TEL.06-6659-8200 / FAX.06-6659-8510

● ご参加の方には受講者登録票をお送りします。定員には限りがございますので、お早めにお申込みください。

関西／関東MKセミナー
眠くならない実習主体の勉強会

受講料無料
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至西梅田

至本町

  ・交通案内［近隣に有料駐車場あり］
  ・地下鉄  四つ橋線  肥後橋駅から徒歩1分
     （　 番、　番出口すぐ）

肥後橋ニッタイビル2階
エム･システム技研

関西支店

簡単な回路から電流・電
圧・抵抗を測定してオー
ムの法則を学習

代表的な計装用信号変換器
の役割と特性をパソコンの
画面を見ながら学習

温度を制御対象にした実習
教材とパソコンを接続し、
画面に表示される測定値、
出力値の変化を観察しなが
らP・I・D制御動作を学習

リモートI／OとPCレコーダ
を用いて、省エネ・省コス
トのための電力監視を学習

 関西支店（大阪市）日程  関東支店（横浜市）日程内　容コース名

変換器の
アプリケーション

オームの法則

PID制御の基礎

省エネのための
電力監視

5月19日
（火）

4月14日
（火）

5月20日
（水）

4月15日
（水）

5月21日
（木）

4月16日
（木）

5月22日
（金）

4月17日
（金）
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